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（露助刀畑〃88刀6）に対する急性遊泳阻害試験

試　験　番　号 AO10480－2

試　験　結　果

　被験物質（トリポリリン酸二水素アルミニウム）は水に難溶であるが，僅かに溶解し

て，①三リン酸（トリポリリン酸），②ニリン酸（ピロリン酸）および③一リン酸（オ

ルトリン酸）などが主として解離する。これらを分析測定対象として，被験物質の水溶

解度を算出した結果，3．1－1皿g／L（精製水，20℃，48時間撹拌，IC分析）となった（①

～③の合計濃度より算出）．

　しかし，飼育水（希釈水）であるElendt　M4への被験物質の溶解度は，検出限界

（O，052皿g／L）以下であり，かつ，被験物質は生態毒性の弱い助剤（メタノール，DM

F，DMSOおよびアセトンなど）に対しても難溶性なため，溶解または均一分散させ

た試験液を調製することは極めて困難であると判断した。

　したがって，使用する希釈水中での溶解度が不明で，溶解度以下での被験物質濃度の

確認が正しく行えないため，通常の条件下でのオオミジンコヘの急性遊泳阻害試験は実

施できないと判断した。

　なお，試験条件，分析条件等さらなる改良を行えば試験を実施する可能性は否定でき

ないが，極低濃度での実施であり，時間と労力を要するものと思われる。
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